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新年明けましておめでとうございます
２０２１年が、子どもたち３３２名はもちろん、緑ケ丘中学校に関わるすべて

の皆様にとって幸せに満ちた１年になるよう心よりお祈り申し上げます。あわせ
て、保護者の皆様には、今日から始まる第３学期５０日間（３年生は４３日間）、
本校教育活動に、さらなるご理解とご協力をお願い申し上げ、新年のあいさつと
いたします。

始業式ではこんな話をしました
新年明けましておめでとうございます。

まず、冬季休業中、みなさんが事故に遭ったとか、新型コロナ感染に関わる情報が寄せられ

たということが一件もなく、今日を迎えられて、ほっとしているというのが正直な気持ちです。

こうして今朝、みなさんの笑顔に出会い、元気なあいさつを交わすことができて、本当にう

れしく思います。みなさんが、自分が楽しく、家族みんなも楽しい、充実した冬休みを過ごす

ことができたと推察します。それもこれも、新型コロナウイルス感染防止やさまざまな事故防

止に、みなさん自身が当事者意識をもつとともに、家族みんなで取り組んだ賜物と思っており

ます。引き続き、気を緩めず感染防止、事故防止に努めていただきたいと思います。

今日から３学期がスタートしたわけですが、冬季休業から通常授業への切り替えということ

で、この３連休明けに、全学年、実力テストが行われます。冬休みの学習の成果をしっかりと

発揮してください。また、できるだけ早く３学期の学校生活のペースを取りもどすために、生

活リズムの改善を図り、冬休みに課せられた学習課題等の完了・提出を済ませてください。

さて、この３学期のキーワード、それはずばり「一日一日を大切に生きる」です。もちろん

最も大切なのは「命」ですから、あらゆる事故に遭ってはいけません。これが大前提です。

その上で、３学期は令和２年度を締めくくる学期です。１・２年生には、５０日間、３年生

には、４３日間しか残されていません。自分自身の学校生活を、日々客観的に振り返りながら、

大切に生活してもらいたいと思います。

今日の授業で、新たに何を身に付けたか、学びが深まったか。

今日、クラスのために、友達のために何ができたか。

今日の学校生活の中で、何事にも当事者意識をもって主体的に行動できたか。

今日一日の中で、友達とどんな楽しい語らいがあったか。それとは逆に、自分の言動で誰か

を傷つけたり、暗い気持ちにさせたりしなかったか。

今日、家族との会話が弾んだか。

みなさんの毎日が、ささやかであっても、少しずつ自分の成長につながる変化の積み重ねにな

ることを心から祈っています。

さて、３学期は、「まとめと準備」の学期です。今年度の自分を振り返って、今年度の最初

に「自分はこれをがんばるぞ」と誓ったことが実現できているかどうかをしっかりと反省して

ください。そして、やり残したこと、苦手で避けて通ってきたことに、正面からチャレンジし

て克服し、自信を持って進級できるようにしてほしいと思います。特に、３年生は、義務教育

９年間のまとめとなります。それぞれの進路目標達成のために全力を尽くすとともに、同級生

はもちろん、下級生や先生方とのふれあいを通して、さらに心に残る思い出をたくさん作って

巣立っていってほしいと思います。

「自分が楽しく、みんなも楽しい」、そして思い出に残る３学期をみんなで作っていきまし

ょう。校長先生の話を終わります。


